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フレキシブルなペロブスカイト太陽電池の製造には、低温プロセスでの成膜技術が不可欠

である。一般的なペロブスカイト型太陽電池では、電子輸送層（コンパクト層およびメソ

ポーラス層）として TiO2が広く用いられている。しかしながら、TiO2の製造には 400℃以

上の高温処理が必要である。一方、SnO2は TiO2よりも低い温度で製造することができると

いう利点がある。SnO2を電子輸送層として用いたペロブスカイト太陽電池の作製が報告さ

れているが、その変換効率は TiO2を用いた場合よりも低い。これは、実際の SnO2層におい

ては、酸素欠損等による欠陥準位を介した電気伝導が支配的であると考えられるものの、

電子伝導特性が最適化されていないことが一因として考えられる。現在、SnO2を電子輸送

層として用いたペロブスカイト太陽電池において、SnO2にMg、Li、Y、Nb等をドープす

ることによって、エネルギー変換効率が向上することが報告されている[1-4]。我々は、ペロ

ブスカイト太陽電池における電子輸送層として化学ドーピングされた SnO2を取り上げ、化

学ドーピングされた SnO2の詳細な構造と電子輸送

特性を解明し、さらには化学ドーピングが太陽電池

特性に与える影響を系統的に明らかにすることを目

的として研究を行っている。Fig.1に SnO2, Sb-doped 

SnO2, Nb-doped SnO2をコンパクト層に用いた

CH3NH3PbI3薄膜の蛍光スペクトル(λex=550 nm)を示

す。Sb-doped SnO2をコンパクト層に用いた場合に蛍

光消光率が最も高いことが分かった。本発表では、

ドーパントの種類およびドーピング量が構造および

電子輸送特性に与える影響について系統的に調べ結

果について報告する。 
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